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ほかのカエデ同様に樹幹に穴をあける

テッポウムシ（カミキリムシの幼虫）と

アブラムシに注意する。テッポウムシは

幹下に木屑を見つけ次第駆除する。 

生長はやや早く、大きくなる樹。枝の先

端を刈り込むのではなく、枝抜き剪定に

て整姿する。大きくしたくない場合は早

めに芯止めして樹高を抑えるとよい。切

り口を消毒し傷口癒合剤を塗布する。 

一番の魅力は紅葉。適度に湿り気のある

日照のよい場所では紅葉も美しくなる。

同じ樹でも、樹冠部などよく日の当たる

枝ほどきれいに紅葉する。また、紅葉は

昼夜の寒暖差があるほど鮮やかになる。 
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○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

花は淡黄色。長さ５～１５cmの総状花序をいく

つも垂れ下げると、蜜を求め小さな昆虫が訪花

する。 

Memo 

新緑と紅葉が美しい。紅葉は黄、橙、赤色がグ

ラデーションを織りなしひときわ美しい。葉は、

３つの小葉をつける３出複葉（さんしゅつふく

よう）。雌雄異株で、４～５月に１５cmほどの

黄色い花序が下垂する。日本固有種で北海道か

ら九州の湿り気のある山地に自生する。 

生長：やや速い、雌雄異株 特 記 
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